
開講科目について
本学では学期初め（4月•9月）にプレイスメントテストを実施し、
それぞれのレベルに応じたクラスに分かれ、授業を受けます。
以下に記載されているのが開講科目と概要です。
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Required Course

以下の科目は、必修科目となっています。

修了するには、すべての科目を修得しなければいけません。
必修科目

Elective Course

以下の科目は選択科目となっています。
自分のレベルや進学先など必要に応じて受講したい授業を受けます。
ただし、修了するには所定の単位数*を修得しなければいけません。

選択科目

上級レベルで書かれている文章や、新聞や論文などの生教材も読
みます。
中上級から上級レベルで書かれている文章を読みます。中上級の
表現・文法・語彙を学習します。
中級から中上級レベルで書かれている文章を読みます。初中級の
復習をしながら文法・語彙も学習していきます。
初中級レベルで書かれている文章を読みます。初級の復習をしな
がら文法・語彙も学習していきます。
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精　読

初級レベルの文法について復習をします。受け身や自動詞・他動詞
などつまづきやすい初級文法をもう一度学習します。

基礎文法

書道や茶道などの日本の伝統文化や、食生活や年中行事など身近
な文化習慣を体験しながら学びます。

日本文化演習

初級レベルの語彙や聴解を学習します。日常でよく使う語彙などを
もう一度学習し、中級レベルの学習につなげます。

基礎語彙・聴解

漢字1Aでは日本語能力試験 N4,N3レベルの漢字の勉強をします。
漢字1Bでは日本語能力試験 N5,N4レベルの漢字の勉強をします。
漢字2Aでは日本語能力試験 N2,N1レベルの漢字の勉強をします。
漢字2Bでは日本語能力試験 N3,N2レベルの漢字の勉強をします。

漢　字

主に日本留学試験や日本語能力試験のための学習をします。
1は春学期開講、2は秋学期開講です。A（上級～中上級）と、B（中級
～初中級）の2クラスがあります。1は主に日本留学試験、2は主に日
本語能力試験の内容を学習します。

日本語演習

この授業では、既習の英文法や語彙を使ってコミュニケーション力
を身につけるようにします。

英　語

大学院進学希望者用の授業です。
1は春学期開講、2は秋学期開講です。1は大学院進学のための研
究計画書の書き方など基本的な進学に備えての準備をします。
2は実際に研究計画書を作成し、各自の研究計画について口頭
でもわかりやすく説明できる力を身につけます。

研究基礎

日本留学試験の「総合科目」の内容に対応しています。
地理は、日本の地理的特徴や資源、産業、環境などを学習します。
また歴史は、近世以降の世界と日本の主要な歴史事象を学習し
ます。

地理・歴史

学部生と一緒にさまざまなテーマについて調べ、グループで話し合
い、発表をする実践を通して、アカデミック場面での日本語能力を
伸ばします。

アカデミック・ジャパニーズ演習

日本留学試験の「総合科目」の内容に対応しています。
現代の国際社会、日本社会及び政治、経済について学習します。

現代社会

大学院進学希望者用の授業です。
論文の形式に慣れ、日本語で書かれた論文の読解を行います。自
らの研究分野に関連する論文を読み発表し、話し合うことで、論文
の読み方や自らの研究分野に関する知識を深めます。

論文講読

大学院進学希望者用の授業です。
学部の授業見学などをしながら、日本の大学の制度や授業形態に
慣れ、そこで使われる語彙や談話形態を学ぶとともに、自らの研究分
野に関連する知識を習得します。グループによる話し合いを中心に
行います。

アカデミック・ジャパニーズ実践

集中講義の授業です。
これまで学修してきた知識とスキルを使い「プロジェクト(課題)」を、
学習者が話し合いながら取り組みます。プロジェクトは年によって異
なります。
A（中上級から上級）、B（初中級から中級）の2クラスに分かれて授業
をします。

プロジェクトワーク

上級レベルの聴解、聴読解、文字、語彙などを学習します。精読Sと
内容が連携している科目です。
中上級から上級レベルの聴解、聴読解、文字、語彙などを学習しま
す。精読Aと内容が連携している科目です。
中級から中上級レベルの聴解、聴読解、文字、語彙などを学習しま
す。精読Bと内容が連携している科目です。
初中級から中級レベルの聴解、聴読解、文字、語彙などを学習しま
す。精読Cと内容が連携している科目です。
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応用日本語

（中上級から上級）
（初中級から中級）の2クラスに分かれて授業をします。
A
B

日本社会について、教科書や、その他の資料を見ながら考え、話し
合ったり発表したりします。
1は春学期開講で、日本の食文化や伝統文化などのトピックを、2は
秋学期開講で、日本の教育や生き方などのトピックを学習します。

日本事情

上級レベルの日本語
中上級から上級レベルの日本語
中級から中上級レベルの日本語
初中級から中級レベルの日本語
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読む・書く・話す・聞くの4技能を使って、場面にあった表現方法を
学びます。パソコンなどのIT機器も使用しながら効果的な発表・伝
達能力を身につけます。

総合日本語

中上級から上級レベルの語彙や文法を使って、話す学習をしま
す。話す相手や場面を考慮し、自分の考えを分かりやすく話せる
ようにします。
中級から中上級レベルの語彙・文法を使って、話す学習をしま
す。話す相手や場面を考慮した会話ができるようにします。
初中級から中級レベルの語彙・文法を使って、話す学習をします。日
常生活など身近な場面で必要な表現を学習します。
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口頭表現

留学生として、日本で生活するとき、または大学で生活するとき
に必要な知識や情報を学びます。具体的には、日本の大学や大
学院についての進路についての情報、別科行事などの体験学
習の準備や振り返りなどをします。
1は春学期開講、2は秋学期開講の科目です。

留学生活

文章の構成を考えながら、その場面に合った文章を書けるように
します。
短い文章だけでなく、ある程度の長さの文章を書き、文章の構成
にも注意することができるようにします。
日常生活など身近な場面で必要な短い文章が書けるようにし
ます。

A

B

C

文章表現

*所定の単位数　春学期入学者：10単位以上（5科目～10科目）、秋学期入学者：15単位以上（9科目～15科目）




